
江別市立病院 

 

所属メンバー 

・梶井 直文  (院長、昭和 51 年卒) 

・信太  知  (診療技術部長、昭和 59 年卒) 

・小野  暁  (主任部長、昭和 63 年卒) 

・帯金 克行  (部長、平成 7年卒) 

・鳴神 雅史  (医師、平成 18 年卒) 

・渡辺 美紀  (非常勤医、毎週木曜日外来担当、平成 9年卒、非医会員) 

 

 

 

卒後臨床研修医 

1 名 

 

 

 

専門外来  

・神経・発達外来 (梶井)  (×4/月) 

・心臓外来 (信太)  (×3～4/月) 

・腎臓外来 (帯金)  (×4/月) 

・血液外来 (長祐子)  (×1/2 月) 

・内分泌外来 (中村明枝)  (×1/3 月) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



江別市立病院 

 

病院全体の医師数  49 人 

小児科医師数  6 人 (うち非常勤  1 人) 

 

病院全体の病床数  337 床 

小児科病床数(NICU、ベビーを除く)  17 床 

NICU 病床数  0 床 

新生児病床数(NICU を除く)  7 床 

 

NICU としての認定      なし 

 

平均小児科外来数  49.14 人/日 

平均時間外外来数  1.0 人/日 (小児科医が診察したものです) 

 

年間入院患者数  652 人/年  

年間のべ入院患者数  3,762 人/年 (入院患者数×入院日数) 

年間時間外入院患者数  136 人/年 

 

年間分娩数  342 人/年 

年間低出生体重児(2,500g 未満)数  24 人/年 

極低出生体重児(1,500g 未満)数 0 人/年 

年間呼吸管理患者数 0 人/年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



江別市立病院 

 

論文・著書など 

 

1. 鳴神雅史、帯金克行、小野 暁、信太 知、梶井直文: 急速減感作療法により耐性獲得

できた牛乳アレルギーの 1例. 江別市立病院誌 6: 2013 

2. 信太 知: 川崎病について. 広報えべつ 6 月号: 2012 

 

 

学会発表 

 全国学会 

 なし 

 

 

 

 地方学会 

 

1. 信太 知: 江別市立病院小児科における川崎病の現状. 第2回江別市小児救急医療研究

会、江別市、2012/6/22 

2. 上野倫彦、武田充人、山澤弘州、武井黄太、古川卓朗、橘 剛、信太 知: 再手術によ

り症状の改善がみられた、高度側弯による呼吸障害を伴ったファロー四微症(TOF)術後

の 1例. 第 64 回北日本小児科学会、新潟市、2012/9/8 

3. 信太 知、金田宜子、鳴神雅史、帯金克行、小野 暁、梶井直文: γグロブリン超大量

療法を行った川崎病 163 例の検討. 第 13 回北海道川崎病研究会、札幌市、2012/9/15 

4. 鳴神雅史、帯金克行、小野 暁、信太 知、梶井直文: 急速減感作療法により耐性獲得

できた牛乳アレルギーの 1例. 江別小児科医会、江別市、2012/12/19 

5. 堀 哲也:小児腸重積症. 第 3 回江別市小児救急医療研究会、江別市、2013/3/1 

 

 

 

その他社会貢献など 

 

1. 江別市学校医(梶井直文、信太 知、小野 暁、帯金克行) 

2. 江別市保健医(信太 知) 

3. 江別市保育園医(信太 知、小野 暁、帯金克行) 

4. 江別市児童福祉施設嘱託医(梶井直文、信太 知、小野 暁、帯金克行) 



5. 江別市心臓検診判定委員(信太 知、鳴神雅史) 

6. 江別市教育委員会就学判定委員会(梶井直文) 

7. 江別市乳幼児健康診査担当医(梶井直文、信太 知、小野 暁、帯金克行) 

8. 江別市予防接種健康被害調査委員会委員(小野 暁) 

9. 江別市教育委員会結核対策委員会委員(小野 暁) 

10. 当別町乳幼児健康診査担当医(小野 暁、帯金克行) 

11. 新篠津村乳幼児健康診査担当医(梶井直文) 


